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      人検出  色データ抽出  流行予測 
2.1人検出 
 人を検出する方法として画像処理によく用いられる









輝度の勾配強度:𝑚(𝑥, 𝑦) = √𝑓𝑥(𝑥, 𝑦)2 + 𝑓𝑦(𝑥, 𝑦)2 






𝑓𝑥(𝑥, 𝑦) = 𝐿(𝑥 + 1, 𝑦)
2 − 𝐿(𝑥 − 1, 𝑦)2
𝑓𝑦(𝑥, 𝑦) = 𝐿(𝑥, 𝑦 + 1)
2 − 𝐿(𝑥, 𝑦 − 1)2
 
ヒストグラムの作成 
0°～180°までを 20°ずつ 9 方向に分割する。 
ブロック領域での正規化 
ある n番目の HOG特徴量について正規化する。分母は 1
ブロック(q×q)含まれる HOG特徴量の総和で、1つのセル
に対して複数回の正規化を行う 






















表 1:1月 18日の予測と実測 
抽出方法 
R 値 G 値 B 値 
予測 実測 予測 実測 予測 実測 
手動 112.9 127 100 103 96.5 93.2 




図 1：手動予測色       図 2:MATLAB予測色 
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